








要約　前年度までの結果は、授乳期間を含めて妊娠・産褥・授乳からは、骨粗鬆症の明ら

かな危険因子が見出されなかった。また産褥の骨代謝回転は骨形成及び骨吸収両者の亢進

傾向が見出された。即ち授乳期間が延長した場合、それは骨代謝に危険な因子となるとの

従来の説に対して疑問が持たれる結果を得たのである。そこで今年度は更に妊娠産褥授乳

の全期間を通じて骨代謝回転を詳細に検討して、前年度に得た結果を更に詳しく検討した。

骨量に関しては、超音波法・ DEXA 法を用いて骨量を分析した。その結果、妊娠中は骨吸

収の亢進・骨形成の低下傾向があり、産褥は骨吸収の漸減傾向・骨形成の上昇傾向を認め

た。超音波でみると踵骨の骨密度はは妊娠中に軽度低下傾向があり、産褥では明らかな変

化は無く、更に産褥半年以内では授乳群と非授乳群にも差は無かった。即ち骨代謝回転と

骨密度には良い相関性が認められた。


